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新規承認申請にのみ認めら
れた新規効能効果：
◆肌の不調(肌あれ、肌の乾
燥)、〇虚弱体質(加齢による
身体居辱を含む。)に伴う身

体不調の改善・予防、〇妊娠
授乳期又は産前産後等の栄
養補給、〇体力、身体抵抗
力又は集中力の維持・改善

お肌のお悩み解消＋エイジン
グケアで、効果実感・体感。

男性のお悩み(二日酔い)や

カゼの季節の受験生のお守
り(発熱を伴う消耗性疾患時)、
高齢者ケア(疲労の回復・予
防)等、幅広い効能効果で新
規顧客開拓。

元々OTC医薬品として設計・
バリデーション実施済の製品。

有効成分は全て医薬品グ
レード。

効能効果や安全性、安定性
の他、薬物動態等の長年の
基礎研究がベース。

Customer Royalty (顧客からの愛着)
Customer Satisfaction （顧客満足度）
Customer Engagement （顧客関係深化）
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異次元
の効能
効果

実感・体感
＆習慣

異次元
の処方
設計

指定医薬部外品＝「異次元の処方設計」＋「異次元の効能効果」

Solution!
Solution!
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処方設計概念：お肌のお悩み（肌あれ・乾燥）解消＋エイジングケア

開発No. 12 「システイン、VC、ナイアシンアミドの飲むスキンケア」

シス
テイン

ナイアシ
ンアミド

VB2
VC

①メラノソームのケラチノサイ
トへの輸送を抑制。

②肝斑・老人性色素斑・雀卵
斑にも有効とされている。
本品には、生レモン全果(可
食部100g)約150個分(ナイア
シン当量として)を配合。

ミトコンドリアで脂質をβ酸化し、エネルギー
に変換する際に必須。

酸化されたグルタチオンを還元する際にも必
須。
本品には、生レモン全果(可食部100g)約
98.2個分（リボフラビンとして)を配合。

①ドーパキノンをドー
パに還元。

②酸化型メラニンを
還元型メラニンに変
換。

本品には、生レモン
全果(可食部100g)約
5個分を配合。

①ユーメラニン(黒色メ
ラニン) の抑制。

②肌ターンオーバー正
常化。
③活性酸素の除去。
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肌の刺激要因＊9、 10(お酒やタバコからのアセトアルデヒド)を、無毒化。

④アルコール脱水素酵素の活性化＊１とアセトアルデヒ
ド脱水素酵素の活性化＊２。

⑤飲酒後のエタノールとアセトアルデヒドの血中・脳
内・肝臓内レベルを低減＊３。
⑥飲酒後の胃液中のアセトアルデヒドを無害な2-メチ
ルチアゾリジン-4-カルボン酸に変換し、低減＊４。
ALDH2欠損被験者でも同一効果＊５ 。
⑦飲酒後の唾液中のアセトアルデヒドを低減＊６。
⑧5～10㎎で、喫煙後のアセトアルデヒドを完全消去＊７。

⑨アセトアルデヒドによる二日酔い、吐き気、頭痛、スト
レス、不安を予防または軽減＊８。
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